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平成27年度教育研究交流委員会 国際交流事業
平成27年 度ハル リム大学医学部看護学科学生の訪問
教育研究交流委員会 金 子 典 代、嶌 田 理 佳、山 口 孝 子、
香 月 富士 日、山 口 知香枝
教育研究交流員会では国際交流の推進を続けており、平成27年 度は交流プログラムの4回 目を迎えた。本学か
らの学生派遣、ハル リム大学か らの学生受け入れを隔年で実施 しており、平成27年 度は6月22日(月)か ら6月29
日(日)の1週 間にわたりハル リム大学看護学科学生を4名 本学に受け入れ、学生間交流を行った。今年度は受け
入れと同時期 に、韓国で中東呼吸器症候群(MERS)が 拡大 しており、受け入れについては教授会で協議を行
い受け入れの審議決定を行うとともに受け入れ体制を整えた。感染予防対策を滞在中は厳重に行い、体調管理を
万全にすることを約束 し(表1)、 プログラムを実施 した。本年度のプログラムの概要を下記に報告する。
Ⅰ ハ ル リム大 学 看護 学 科生 の名 古屋 市 立 大学





に基づ く発表を依頼 した。4名 のハル リム大学の学
生は、英語で20分 にわたりプ レゼ ンテーションを行
い、教員は日本語通訳を行った。本学の受講学生か






















































学 ぶ 貴 重 な 機 会 とな った との 感 想 が プ ロ グ ラ ム終 了
後 に寄 せ られ た 。 詳 細 な コ メ ン トは表3の とお りで
あ る。
表3 参加学生からのプログラム評価(評 価に用いた質問と回答を列記 した)
ハ ル リム 大 学 学 生 に よ る プ レゼ ンテ ー シ ョ ン 名市大学生との交流
エ イ ズ予 防啓 発 セ ンタ ーrise 生涯発達看護援助論Ⅱ参加
なごやか暮らしの保健室訪問 鳴子団地の見学
